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■ ねらい  
みんなと一緒にスタートした主人公タマの気持ちを考えることを通して，相手の本当の気持ちを思いやること

の大切さを知り，友達と互いに理解し合う態度を育てる。 

■ コンピュータを活用する利点 
 資料である本は A５版の児童書である。パワーポイントやプロジェクターを利用することで表情豊か
に語りかけてくる挿絵の魅力を十分に活用し、子どもたちが登場人物たちの心情に迫りやすくなるので

はないかと考えた。 
■ 授業の流れ            ■ ICT活用場面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■ 成果と課題 
  
 
 
 
 

 
 
 
■ ICT活用環境等 
使用周辺機器 プロジェクター，スクリーン 
使用ソフト名 パワーポイント 
使 用 教 室 多目的ホール 

 

導入 挿絵を見て、物語の場面

設定を知る 

展開１ 仲間の考えた５つの

方法について意見を出し合う 
・どれもいいなぁ 
・私も仲間たちに賛成だ 

展開２ タマのとった行動に

ついて考える 
・なぜタマはみんながくるのを

待ったのだろう 

展開３ タマと仲間たち、そ

れぞれの立場での自分の経験

を出し合う 
・なかなか本当の気持ちは言

えない時があるよ 

まとめ タマへ手紙を書こう 
・最後まで泳いでえらかった

ね 
・みんながいろいろ考えてく

れたこともうれしかったね 

① しっぽに はっぱを しばる。

② みんなで タマのスピードに合わ
せて、ゆっくりよこ一れつでおよぐ。

③ タマだけ 見学にする。

④ かけっこに じゅんいをつけるの
をやめる。

⑤ タマだけ 半分のきょりをおよぐ。

いいと思うものに○、
よくないと思うものに×をつけましょう。

なんだか、
こまったことに
なっちゃったぞ。

 大きなスクリーンに挿絵が映し出されることにより、

子どもたち自身が物語の中に入り込みやすく、自分が登

場人物の一人になったように、集中して真剣に資料と向

き合えたことが大きな成果であった。しかし、パワーポ

イントの作成にたくさんの時間を要したことと、子ども

たちの意見や思いを十分に板書することが難しく、授業

の振り返りに子どもたちから出てきた言葉を生かしてや

ることができなかったことが課題として挙げられる。 

 パワーポイントを使い、物語の挿絵を見せながら資料

を読み進めた。学習のキーワードになってくるセリフな

どは挿絵に組み入れ、視覚的にも残るよう工夫した。ま

た子どもに実際に配布するワークシートをそのままスク

リーンに映すことによって、書き込みなどの作業への移

行もスムーズに行うことができた。 
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